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はじめに 

 

YMFS調査研究 

障害者スポーツ・プロジェクト・リーダー 

藤田紀昭 

ロシアがウクライナに軍事侵攻する中で、冬季パラリンピック北京大会が開催された。日本

は金メダル 4 個を含む 7個のメダルを獲得した。メダルランキングは 9位。2006年の冬季

パラリンピック以降、日本の金メダル数は 3～4 個である。軍事侵攻を受けているウクライナ

は人口約 4 千万人、北京大会では金メダル 11 個を含む 29 個のメダルを獲得し、メダルラ

ンキングは開催国、中国に続く 2 位であった。人口だけでなく、国土の広さや気候、政治体制、

GDP様々なものがオリンピック、パラリンピックのメダル数に影響していると言われている。 

日本における障害のある成人の週 1 回以上スポーツをしている人の割合は約 3 割、ここ

数年で徐々にではあるが実施率が上昇してきている。一方でスポーツを過去一年全く実施し

ていないという障害者が約 4割いる。この割合を下げ、スポーツする人を増やすことが、遠回

りではあるが、パラリンピックにおけるメダル獲得を増やす道であるように思われる。 

本研究プロジェクトは障害者スポーツの社会的実態を明らかにし、障害者のスポーツ環境

を改善していくための基礎資料を提供すべく、2012 年から研究を開始し、11 年目を迎えた。

この間実施した調査研究は表に示した通りである。今年度は、障害者スポーツ選手のキャリ

ア調査、テレビメディアによる障害者スポーツの情報発信環境調査、パラリンピアンに対する

社会的認知度調査、テレビコマーシャルにおける障害者スポーツ調査、ユニスポ体験での児

童の意識変容調査、ボッチャ教材活用事例について報告を行う。 
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大学における
障害者SPの現状 ○ ○ ○ ○ ○ 〇

パラリンピアンの
スポーツキャリア ○  

障害者スポーツ選手の
スポーツキャリア 〇 〇 〇 〇

コロナ禍における
アスリート活動状況 〇

パラリンピック
指導者の現状 ○

障害者スポーツ
競技団体活動 ○ ○

障害者SP選手
発掘育成システム ○ 　

パラリンピアンの
社会的認知度 ○ 　 ○ 　 ○ 〇 〇

ジャパラ選手の
スポーツキャリア ○ 　  

パラリンピックTV放送 ○ 〇 〇

地域現場の実態 ○ ○ 〇

障害者SP関連CF状況 ○ 〇

チャレンジ！ユニ★スポ
ケーススタディ 〇 〇 〇 〇
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第 1章 障害者スポーツ選手のキャリア調査では新たに実施したインタビュー11人分の報

告と、今年の 11人を含む 2019年から実施した 50人分の調査の中間報告を行っている。

第 2章 テレビメディアによる障害者スポーツの情報発信環境調査では、北京冬季パラリン

ピック大会のテレビ報道量について報告している。第 3章 パラリンピアンに対する社会的認

知度調査では冬季パラリンピック選手の社会的認知度について報告した。第 4章 テレビコ

マーシャルにおける障害者スポーツ調査では障害者スポーツ選手を起用したテレビコマーシ

ャル本数について報告している。第５章 ユニスポ体験での児童の意識変容調査では障害者

スポーツを体験した児童の意識変容についての報告に加え、（公財）ヤマハ発動機スポーツ

振興財団が全国 60校に提供したボッチャボールセットの利用状況についての事例報告も行

っている。 

調査にご協力いただいた多くの皆様に心より感謝いたします。次年度以降も引き続き、諸

調査を実施する予定です。今後も本調査プロジェクトの活動に対してご支援ご協力を賜りま

すようお願いいたします。 
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